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べーやん 

おかげさまで、ほんとに６０を迎えるま

で、みなさんに支えられて。。。迎えたこ

とをほんとに喜びを感じてます。 

やっぱり今回のステージは、みんながど

うとらえるかわかりませんけど。。。僕は

自分のために、この６０という区切りを、

なんか決着をつけたいっていう思いで、

二人も一緒にやるんですけど。 

ほんとにこれを越えたら、また違う世界

が待っているんじゃないかなと思うん

ですよ。 

必死でがんばります。 

女性インタビュアー 

ツアーの途中で誕生日を迎えるんです

よね。 

べーやん 

はい、１０月の２７日なんです。 

プレゼント、よろしくお願いします。(笑) 

ちんぺい 

１０月に堀内が６０になって、３人で１

８０になって。。。それもすごく楽しみで。 

それぞれいろんな経験を積んできまし

て、辛いことも悲しいことも、いろんな

ことがあって。。。でも今、これからほん

とにいい意味で楽しいね、そんなタイミ

ングがきたと。 

だから、何のポーズもいらないし、もう

直球を。投げられる直球をそのまま投げ

る。そんなステージがあって、みんなで

一緒に楽しむなり、受け止めるなり、自

分の好きな楽しみ方をしてもらえれば

と思います。 

女性インタビュアー 

矢沢さん、締めていただけますか？ 

きんちゃん 

締めるんですか？(笑) 

ちんぺい 

短く？(笑) 

きんちゃん 

そうですね。 

やっぱり恩返しっていうこともけっこ

うすごく重要なことで、実はスタッフだ

とか感謝する人はいっぱいいますけど、

基本的に一番恩返ししなくちゃいけな

いのは、やっぱりファンなのかなってい

うのが。 

その想いが少しでも伝わって、またお互

い意識をもてれば、うれしいなって。 

 

 

女性インタビュアー 

３人揃って還暦のステージになります

が。。。衣装はどうしましょう。 

ちんぺい 

衣装ですか。。。(笑) 

３人真っ赤っていうのはちょっと痛い

から。(笑) 

どっかに赤は使うと思うんですけど。 

女性インタビュアー 

そこを意識して。 

ちんぺい 

それも楽しみにしてもらえると。。。 

スタッフ 

では、そろそろお時間なので。 

べーやん 

はい。 

女性インタビュアー 

どうぞ、身体に気をつけて。 

アリス 

どうも、ありがとうございました。 


